Memorandum of the History of Jet-Black Hair in Japan by 平松 隆円
<研究ノート>黒髪の変遷史への覚書き














































た『大言海』には、 「頭の義、頭の毛ト云フガ、全キ語ナルベシ、首ノ上ニ生ズル毛」とある。　「頭」の読みを「かみ」として、 「カシラ。カウベ。髪の毛ハ、頭の毛ナリ」という意味を与えている。つまり、 「髪」とは「頭」と同義と、とらえて る。　また、大槻文彦は中国南北朝時代
（四三九年～五八九年）
、梁の














































































































の獲得運動のなかで生まれた。ブラック・イズ・ビューティフルを合言葉に がおこった結果、黒色人種 多い縮毛 際立たせるような髪形として注目され 。アフリカ系アメリカ人の社会運動が、アフロヘアを生んだ。　
辮髪はもともと、満州族をはじめとする北東アジアの民族のあ
































































































































































































































































































































































御髪はゆらゆらと、翡翠とはこれをいふにやと見えて （ 「夜半の寝覚」 『新編日本古典文学全集』小学館、一九九六年、四
八三頁）
　『夜半の寝覚』で、カワセミの羽の青色になぞらえ、黒髪の艶々とした美しさを表現している。


























































































































































す」と、髪の長いことは、他の欠点を隠してしまうと う諺が、今にも残っているが、何よりも髪 美しさが大事だっ 。
































































































































































 、かもじゆうこと。まづかみのうゑのきわをびんのかみをのけてゆひて。したをそろへてけづる也。いれもとひして上はとくなり。かもじのおほきすくなきは。若き人と年よりはすくなし。そのほかは、よきころたるべし かもじのしやく さだまりたり。人だけに るべ らず。あまらばそのまゝたるべし。
一
 、いれもとひ。ともに五ところゆふなり。いれもとひ 次一そくほどおきて 水引 てゆふなり 水ひきのぶん二ところなり。いづれも一そくといへども いれもとひと水ひきのあひはすこしひろく見ゆるやう成べし さて又其下を三ぞくほど きさきてゆう也 若き人は水ひき ところを一ところゆう也。以上四ところなり。廿八の春よ 五ろゆう也といへども たゞわかき きより四所ゆうなり。
一
 、水ひきもひつさきも。ゆひやうおなじ事な 。ふたへまはして。 だりの方にわなのある に有べし。みぎにはもろ口あるべし。
一
 、ながさにはさみてきるなり























































が柱の割れ目に紙をさし入れ のに笄を使用している。笄が、男女を問わず日常的 携帯 れ、使用されていたことがわかる。
笄髷といふ髪の風京より起り諸国にうつれり、其結ぶりは笄
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者をのぞいて、私的な空間では髪が結われた。それ 、支配的地位が公家から武家へと変わることによって、次第に垂髪から結髪が公的な場においても認めら よう な いく。


































































































































































































































































































































































る。しかし、髷の複雑な結いを、観劇中にみただけで果たして真似が出来た どうか疑問が残る。また、張見世的な興業としての歌舞伎に、どれだけの女性が観劇してい か、わから い。








い。そのため、もともと垂髪ではなく結髪をし た。また農民や町人たちも、結髪だった。労働に従事する女性のあ だ は、
髪が結われていた。






















































































































































































ちりめんの腰帯につまさきたゝかせたいまいの大ィさし櫛かうがいは一尺八九寸もあらんなる程てりのよきをさし （ 「色道三略巻」 『洒落本大成』中央公論社、一九七九年、四四頁）
　『色道三略巻』には、笄の長さが一尺八九寸としるされている。約五八㎝の長さの笄を頭に挿していたことになる。ある程度は誇張だとしても、かなりの大きさの櫛が用いられるようになる。



















































































大きく結った髪型は、身分の高さを示すとともに美しさの誇示、自己表現の手段でもありました。女性たちは高さを競い、同時に装飾もエスカレート。結った髪の上に髪飾りや模型をのせ、神話の世界や鉢植え、牧場、戦場などを表現しました。特徴は 髪型に 相が表現されたこと。戦争を勝利に導いた戦艦の模型をのせたりと、当時の事件、人気の動物、劇、歌などをモチーフに髪型を作 ていった （
http ：
//r25.yahoo.co.jp/fushigi/rxr_detail/?id=
20090528-90007085-r25 
二〇一一年二月一日）
　
一八世紀後半、マリー・アントワネット時代の女性の髪は、前
髪を高くし、飾りをつけて巨大化した。大きく結い上げた髪の上は、いろいろと奇抜なものが飾られた。　
髪を大きく結うことができることと経済的地位の高さは関連し
ている。そして、他者よりも自分の方が注目されたいと、競争が
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働く。　
その部分については、中世ヨーロッパの髪形と盛り髪は共通し
ている。しかし、身分の高さを、今の盛り髪に読み取ることはできない。　
髪を盛ることは、髪をきらびやかにし、地味な服を映えさせ
る。だが、それだけではなく、顔を小さく、華奢にみせる効果もある。顔が小さいと、 「かわいく」みえるからだ。　
かわいいと感じるのには、理由がある。身長 対して顔が小さ
く、頭が大きいこと、顔の中央よりやや下に眼があること これは、子どもの顔の特徴である。　
動物学者ローレンツは、ベビースキーマー
（
K
indchen-Schem
a ）
という概念を用いて、幼児的特徴がみる者に養護反応を促し、保護的感情を生起させる生得的解発性をあきらか している。　
人は、本能的に子どもをみると、かわいいと感じる。それは人
間の子どもだけではなく、哺乳動物に対しても同じだ。そして、かわいいと感じるもの 愛おしく、守ってあげたくな 。　
人を含めた哺乳動物の子どもが、かわいいと感じる特徴をもっ
ているのは、いわば生き残るための戦略である。　
子どもは大人に比べて弱い。自然界に生まれ落ちた哺乳動物で
あれば、大人のように狩りをす ことも、また捕食者から逃 ることも十分にはできない。　
そこで、かわいさによって保護的感情を大人から引き出し、周
囲の個体からの攻撃を抑制したり、食料の分配などの養護行動を引き出したりしている。　
これはけっして、年齢的に子どもであること、もしくは体格的
に子どもであることを必要としない。ローレンツのベビースキーマー あるように、かわいさは主に顔の特徴に表れる。　
大人であっても、子どもの顔の特徴が多く含まれ いれば、養
護行動や保護的感情を導くことができる。　
盛り髪によって、自分をかわいくみせることは、先行きのわか
らない不安定な社会を生き抜く、無意識の戦略なのだ。　
平安時代の垂髪、徳川時代の結髪、そして現代の盛り髪。これ
らは、日本の歴史のなかで突然 らわれたものではない　
髪形は、美しくな たいという個人の志向と、時代の雰囲気に
紋入り着物の女性（国際日本文化研究センター　古写
真データベース）
黒髪の変遷史への覚書き
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応じて秩序ある発展をしてきた。髪形をみることで、社会の発展を見通すことができるのだ。
